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町 が 自 分でまかなえたお
金（
自
主
財
源
）62
％

町 が 自 分でまかなえたお
金（
自
主
財
源
）62
％

国や県からも
ら
っ
た
お
金（
依
存
財
源
）38
％

国や県からも
ら
っ
た
お
金（
依
存
財
源
）38
％

歳出（使いみち）

一般会計

歳入（財源）
歳入 188億5270万円

歳出 181億1132万円

民生費
40%

総務費
14%

土木費
14%

教育費
10%

衛生費
9%

公債費
4%

消防費 4%

町税
46%

国庫支出金
15%

県支出金 7%

地方交付税 6%

町債 1%

繰入金・繰越金
8%

諸収入等 6%

地方消費税
交付金等

9%

分担金・負担金 1%分担金・負担金 1%
使用料・手数料 1%使用料・手数料 1%

商工費ほか 3%
議会費 1%

農林水産業費 1%

令和４年度
一般会計決算

町民１人当たり
いくら使った？
※令和４年度末人口
　50,233人から算出

１人当たり
360,546円
使いました

民生費
144,139円

2,536円UP

教育費
37,365円

商工費ほか
10,815円

2,919円UP

農林水産業費
3,889円

土木費
50,032円

総務費
52,318円

議会費
2,418円

29円DOWN

消防費
12,568円

公債費
15,852円

衛生費
31,150円

歳入歳入
1.5％
UP!

歳出歳出
5.2％
UP!

令和４年度、住民の皆さんの税金がどのよ
うに使われたか、来年度の予算編成に生か
せるよう徹底審査しました。

令和４年度
一般会計決算

499円UP 846円UP

3,300円UP 11,191円UP2,407円DOWN

143円DOWN 16円UP

２億8191万円○増

高齢者・障害者福祉、保
育園、児童館、児童手当
等にかかったお金

庁舎管理、税務事務、各
種証明書発行、選挙、バ
ス運行等にかかったお金

道路、公園、橋、町営住
宅等にかかったお金

学校教育、生涯学
習、スポーツ振興
等にかかったお金

健康対策、環
境保全、ごみ
処理等 にか
かったお金

消防・防災に
かかったお金

町の借金返済に
かかったお金

コロナ特例措置終了や
工場新設等で税収増

土木費 の 公園整備費、
教育費の中学校整備費
で増

8億9326万円○増



令和４年度 一般会計決算認定
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　定例会最終日に、令和４年度一般会計決算の内容
について、６会派が賛成・反対の討論を行いました。
その主な内容を紹介します。

賛否討論
※要約してあります

賛 

成

　
令
和
４
年
度
の
主
な
施
策
と
し
て「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
増
員
の
配
置
事
業
」、「
子
育
て

支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業
」、「
交
通
安
全
対
策
事
業
」、

「
東
浦
町
産
業
ま
つ
り
開
催
事
業
」、「
行
政
バ
ス
運
行

事
業
」等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
の
中
に
は
、

公
明
党
東
浦
が
要
望
、
推
進
し
て
き
た
も
の
も
あ
り
、

評
価
す
る
。
今
後
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
や
物
価
高

騰
で
打
撃
を
受
け
た
住
民
の
、
健
康
や
生
活
へ
の
的
確

な
支
援
の
実
施
、
ま
た
、
公
共
施
設
再
配
置
計
画
の
取

り
組
み
は
、
住
民
と
の
粘
り
強
い
合
意
形
成
を
図
り
な

が
ら
、
本
町
の
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
た
責
任
あ
る
推

進
を
お
願
い
し
て
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
住
民
の
健
康
や

生
活
へ
の
的
確
な
支
援
の
実
施
を

公
明
党
東
浦　
秋
葉
富
士
子 

議
員

賛 

成

　
令
和
４
年
度一般
会
計
決
算
は
、諸
事
業
に
対
応
す
る

中
で
形
式
収
支（
歳
入
歳
出
差
引
額
）７
億
４
１
３
７
万

円
余
の
黒
字
で
あ
る
。前
年
度
に
比
べ
増
加
と
な
っ
た
主

な
科
目
は
７
月
に
発
生
し
た
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
復

興
対
応
に
よ
る
災
害
復
旧
費
皆
増
、中
学
校
施
設
整
備

費
の
教
育
費
増
等
で
あ
る
。

　
翌
年
度
へ
の
繰
越
財
源
の
主
な
内
容
は
、
於
大
公
園

再
整
備
事
業
、
介
護
施
設
整
備
事
業
、
小
中
学
校
施
設

整
備
事
業
で
あ
り
、
新
た
な
事
業
も
限
ら
れ
た
財
源
で

最
大
の
事
業
展
開
が
行
わ
れ
て
い
る
と
判
断
し
、
適
正

か
つ
効
率
的
に
執
行
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、

賛
成
討
論
と
す
る
。

迅
速
な
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
復
興

対
応
等
を
評
価
す
る
。

清
流
会　
三
浦
雄
二 

議
員

賛 

成

　
令
和
４
年
度
決
算
は
、
予
想
し
た
こ
と
も
な
い
最
高

額
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
投
資
効
果
の
乏

し
い
財
政
運
用
の
結
果
、
町
の
発
展
が
伸
び
悩
む
硬
直

化
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
新
町
長
、
町
民
の
血
税
は
町

民
の
た
め
に
有
効
に
使
う
こ
と
に「
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」。

　
保
育
士
の
労
働
環
境
と
労
働
条
件
の
改
善
が
望
ま
れ

る
。「
風
呂
敷
残
業
」「
段
ボ
ー
ル
箱
で
持
ち
帰
り
残
業
」

の
慣
習
が
未
だ
に
続
い
て
お
り
、
労
働
環
境
に
矛
盾
を

感
じ
て
退
職
者
が
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
保
育
士
配

置
基
準
は
昭
和
23
年
以
来
根
本
的
に
は
、
改
定
さ
れ
て

い
な
い
。
保
育
現
場
で
は
保
育
士
不
足
を
訴
え
て
い
る
。

保
育
士
の
増
員
を
望
み
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

保
育
士
の
退
職
者
の
増
加
が
目
立
っ

て
い
る
。
保
育
士
の
増
員
を
望
む
。

庶
民
倶
楽
部　
山
田 

眞
悟 

議
員

賛 

成

　
本
決
算
で
の
特
筆
す
べ
き
点
は
、
歳
入
全
体
の
45
・

6
％
を
占
め
る
町
税
の
増
加
で
あ
る
。
内
訳
で
は
、
町

民
税
は
、
１・
８
％
増
加
し
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影

響
が
徐
々
に
薄
ら
ぎ
、
個
人
所
得
や
企
業
収
益
の
回
復

傾
向
を
示
し
、
ま
た
工
場
新
築
等
に
よ
り
固
定
資
産
税

も
５・
８
％
増
加
と
堅
調
に
推
移
し
、
町
税
全
体
で
は

85
億
９
５
７
２
万
円
の
３・
９
％
増
加
。
こ
れ
に
よ
り

歳
入
に
占
め
る
自
主
財
源
の
割
合
は
前
年
度
比
１・
１

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
61
・
８
％
と
な
り
、
自
主
財
源
の
根

幹
を
な
す
税
収
確
保
が
、
本
町
の
安
定
的
な
行
財
政
運

営
の
優
先
的
課
題
と
の
認
識
に
立
て
ば
、
十
分
評
価
で

き
賛
成
討
論
と
す
る
。

自
主
財
源
の
根
幹
で
あ
る
町
税
の
増
加
は
、今

後
の
明
る
い
き
ざ
し
で
あ
り
十
分
評
価
で
き
る
。

町
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会　
長
坂
知
泰 

議
員

賛 

成

　
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
は
12
億
８
３
７
８
万
円
余

の
黒
字
で
、
町
債
発
行
に
頼
ら
な
い
税
収
等
の
収
支
に

よ
っ
て
賄
わ
れ
た
こ
と
は
評
価
す
る
。

　
第
6
次
総
合
計
画
の
実
現
を
目
指
し
、
各
事
業
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
国
の「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の

基
本
方
針
２
０
２
１
」で
示
さ
れ
て
い
る
新
た
な
行
政

課
題
へ
の
対
応
と
し
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
用
パ
ソ
コ
ン
の

導
入
、
子
育
て
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
行
政
手
続
き

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
等「
デ
ジ
タ
ル
化
の
加
速
」に
、
令
和

4
年
4
月
か
ら
新
設
さ
れ
た
Ｄ
Ｘ
推
進
課
の
取
り
組
み

は
評
価
す
る
。
今
後
も
住
民
福
祉
の
向
上
、
安
全
安
心

を
要
望
し
て
賛
成
討
論
と
す
る
。

第
6
次
総
合
計
画
の
実
現
を

目
指
し
各
事
業
を
推
進

親
和
会　
山
下
享
司 

議
員

反 

対

　
物
価
高
騰
の
影
響
が
大
き
い
年
で
あ
り
、
町
民
へ
の

支
援
が
充
実
し
、
住
み
続
け
た
く
な
る
ま
ち
と
し
て
、

展
望
の
見
え
る
執
行
状
況
か
が
重
点
と
考
え
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
町
民
へ
の

支
援
で
は「
生
活
応
援
給
付
金
」、「
水
道
基
本
料
金
減

免
」等
の
速
や
か
な
実
施
で
効
果
を
あ
げ
た
。

　
し
か
し
、
税
金
の
使
い
方
と
し
て
疑
義
の
あ
る
新
庁

舎
建
設
基
金
積
立
金
等
の
積
み
立
て
や
、
実
質
は
固
定

資
産
税
減
税
の
企
業
立
地
交
付
金
を
、
１
社
に
対
し

１
億
１
９
２
３
万
円
交
付
が
あ
る
。

　
町
民
・
事
業
者
へ
の
支
援
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
必
要

が
あ
っ
た
と
考
え
、
認
定
に
反
対
と
す
る
。

物
価
高
騰
の
影
響
が
あ
る
中
、

税
金
の
使
い
方
に
疑
義
あ
り

日
本
共
産
党
ひ
が
し
う
ら　
杉
下
久
仁
子 

議
員



新
た
な
生
活
様
式
に
対
応
し
た
催
事

と
、
町
内
企
業
が
持
続
的
発
展
か
つ
将

来
的
な
経
済
効
果
を
高
め
る
た
め
に
打

ち
出
し
た
新
企
画
の
評
価
は
。

当
初
目
標
は
お
お
む
ね
達
成
で
き
た
。

　
「
サ
ン
ギ
ョ
ウ
魅
力
人
」の
パ
ネ
ル
展
は
、

「
地
元
企
業
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」、「
同

世
代
の
人
が
頑
張
っ
て
い
て
魅
力
的
に
感

じ
た
」等
好
意
的
な
回
答
が
多
か
っ
た
。

　
パ
ネ
ル
展
参
加
事
業
者
か
ら
も「
会
社

の
魅
力
が
伝
え
ら
れ
た
」等
の
意
見
が
多

く
、
一
部
事
業
者
で
は
新
規
事
業
立
ち
上

げ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
副
産
物
で
あ

る「
サ
ン
ギ
ョ
ウ
魅
力
人
」の
冊
子
も
リ
ク

ル
ー
ト
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。
一
方「
レ

イ
ア
ウ
ト
変
更
で
分
か
り
づ
ら
く
な
っ

た
」、「
ブ
ー
ス
の
数
が
減
り
寂
し
く
な
っ

た
」と
の
意
見
も
あ
り
、
課
題
も
残
っ
た
。

コ
ロ
ナ
や
物
価
高
騰
等
へ
の
支
援
事
業

支
援
事
業
の
効
果
や
反
省
点
は
。

学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
、生
活
応

援
給
付
金
を
は
じ
め
13
事
業
を
実
施
し
た
。

ト
イ
レ
を
改
修
し
、公
共
施
設
に
コ
ロ
ナ

対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。ま
た
、

水
道
基
本
料
金
減
免
等
の
支
援
を
、速
や

か
に
町
民
や
事
業
者
に
行
き
渡
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
た
。

　
一
方
で
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ

ン
ト
還
元
事
業
に
つ
い
て
は
、
経
済
効
果

は
目
標
を
上
回
っ
た
が
、
決
済
設
備
の
補

助
申
請
件
数
は
２
件
と
目
標
を
下
回
る
等
、

継
続
的
な
支
援
に
つ
な
が
り
に
く
い
結
果

QAQA

予
算
２
倍
の 

産
業
ま
つ
り
新
企
画
の
評
価
は

　
３
年
ぶ
り
の
産
業
ま
つ
り
は
交
付
金
を

使
い
、例
年
の
２
倍
の
予
算
規
模
と
な
っ
た
。

産
業
ま
つ
り
推
進
協
議
会
負
担
金
の

内
訳
は
。

４
年
度
の
産
業
ま
つ
り
は
、
企
画
運

営
を
事
業
者
に
委
託
し
た
た
め
、

２
４
８
７
万
３
６
７
０
円
の
全
額
が
委
託

料
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

　
委
託
料
の
内
訳
は
、企
画
費
１
２
１
０
万

円
、会
場
設
営
費
６
１
５
万
円
、運
営
管
理

費
３
２
２
万
円
、宣
伝
広
告
費
53
万
円
、そ

の
他
経
費
58
万
円
。

QA

と
な
っ
た
。
今
後
は
社
会
状
況
を
考
慮
し
、

バ
ラ
ン
ス
よ
く
支
援
し
て
い
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
以
外

ふ
る
さ
と
納
税

　

個
人
か
ら
の
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

４
億
２
５
７
９
万
２
千
円
は
、寄
付
金
全
体

の
99・
４
％
を
占
め
る
が
、前
年
度
比
約

７
９
０
０
万
円（
約
16
％
）減
少
し
た
。

減
少
し
た
要
因
、
課
題
と
対
策
は
。

要
因
は
、
本
町
の
返
礼
品
の
主
力
で

あ
る
家
具
の
申
込
み
件
数
が
減
少
し
た
た

め
。
課
題
は
、
家
具
は
頻
繁
に
買
い
換
え

し
な
い
た
め
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
獲
得
し
づ

ら
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
効
果
的

な
Ｐ
Ｒ
等
を
検
討
し
、
新
規
の
寄
付
者
を

増
や
す
た
め
に
努
力
す
る
。

減
少
に
よ
る
使
途
へ
の
影
響
は
。

寄
付
が
減
少
し
た
こ
と
で
事
業
が
実

施
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
。

QAQA

徹底審査
まちに にぎわいを 取り戻す
本会議で質疑があったもののうち、主なものを紹介します。

国庫補助金
コロナ対応地方創生臨時交付金
3億7932万円をどう活かしたか？

▲「サンギョウ魅力人」のパネル展

2023.11.1 No.218 4



令和４年度 一般会計決算認定

役
場
当
直
室
改
修

当
直
室
改
修
工
事
の
内
容
は
。

既
設
の
当
直
室
と
隣
接
し
て
い
た
倉

庫
を
解
体
し
、
事
務
室
の
ほ
か
新
た
に
待

合
室
、
寝
室
、
会
議
室
を
設
け
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
閉
庁
日
に
来
庁
さ
れ
た
方

が
、座
る
場
所
も
な
く
、手
続
き
の
間
立
っ

た
ま
ま
待
た
せ
て
し
ま
い
、
空
調
も
な
い

状
況
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
を
改
善
し
た
。

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
駆
除
補
助
金
の
評
価
は

　
水
稲
に
被
害
を
与
え
る
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ

シ
の
生
息
域
拡
大
と
食
害
を
防
止
し
、水

稲
の
生
産
振
興
を
図
る
た
め
に
薬
剤
購
入

費
の
補
助
を
令
和
４
年
４
月
か
ら
実
施
。

予
算
１
５
０
万
円
が
、
決
算
で

５
万
６
１
０
０
円
に
な
っ
た
理
由
は
。

予
算
額
は
過
去
３
ヵ
年
の
薬
剤
販
売

数
か
ら
予
測
・
算
定
し
た
。
被
害
が
予
想

ほ
ど
増
加
し
な
か
っ
た
こ
と
、
前
年
ま
で

に
薬
剤
を
ま
と
め
買
い
し
て
い
た
方
が
い
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委
託
開
始
当
初
は
、
慣
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
混
乱
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
委
託

業
者
が
多
め
に
採
用
し
て
い
た
た
め
、
特

に
影
響
は
な
か
っ
た
。

給
食
の
残ざ
ん
さ渣
＊
１
処
理
費
用
、
過
去
５

年
間
の
残
菜
率
＊
２
の
推
移
は
。

年
間
１
１
６
万
４
８
０
０
円
で
あ
っ

た
。
残
菜
率
は
、
平
成
30
年
度
０・９
％
、

令
和
元
年
度
１・
３
％
、
２
年
度
３
％
、

３
年
度
３・
１
％
、
４
年
度
４・
１
％
で

あ
っ
た
。

＊
１
…
食
べ
残
し

＊
２
…
出
席
し
た
人
数
分
の
学
校
給
食

の
提
供
量
に
対
す
る
、 

食
べ
ら

れ
ず
に
残
さ
れ
た
量
の
割
合
。

委
託
開
始
と
残
菜
率
の
関
係
は
。

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
が
あ
り
残
菜
率
の

増
加
と
委
託
開
始
は
関
係
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　
令
和
元
年
度
か
ら
２
年
度
で
は
、
コ
ロ

ナ
で
お
か
ず
の
や
り
取
り
を
控
え
た
り
、

お
か
わ
り
を
禁
止
す
る
期
間
が
あ
っ
た
り

等
、
目
に
見
え
て
残
食
が
増
え
た
。
３
年

度
で
は
、
学
級
閉
鎖
が
増
え
、
４
年
度
は

さ
ら
に
増
加
し
た
。
急
な
学
級
閉
鎖
が
残

食
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

　
ま
た「
食
べ
残
さ
な
い
」指
導
が
虐
待
に

繋
が
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
社
会
的

な
風
潮
が
あ
り
、
全
部
食
べ
よ
う
と
い
う

指
導
が
教
育
現
場
で
し
づ
ら
く
な
っ
て
き

た
と
も
聞
い
て
い
る
。
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学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
業
務

　
学
校
給
食
業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

令
和
４
年
４
月
か
ら
、町
内
の
小
、中
学
校

の
給
食
の
調
理
と
付
随
業
務（
配
缶
や
食

器
等
の
洗
浄・
消
毒
、配
送
回
収
等
）の
民

間
委
託
を
実
施
し
て
い
る
。

　

 学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
業
務
等
委

託
の
調
理
員
、
配
送
員
の
内
訳
と
職
員

の
入
れ
替
わ
り
は
。

委
託
開
始
当
初
は
、責
任
者
を
含
む
調

理
員
44
人
、事
務
員
１
人
、配
送
運
転
手
９

人
の
合
計
54
人
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。年
度

内
に
調
理
員
が
２
人
増
、４
人
減
、配
送
運

転
手
が
１
人
増
、１
人
減
が
あ
っ
た
。

調
理
員
の
２
人
減
に
よ
る
給
食
提
供

へ
の
影
響
は
。
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た
こ
と
等
で
、
申
請
が
少
な
か
っ
た
と
分

析
し
て
い
る
。

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
は
減
っ
た
の
か
、

現
状
把
握
は
。

も
と
も
と
被
害
が
あ
っ
た
場
所
は
、

海
側
の
水
田
地
帯
で
あ
り
、
耕
作
し
て
い

る
農
家
の
方
の
中
に
は
減
っ
た
と
い
う
声

も
あ
る
が
、
多
く
の
方
か
ら
は
昨
年
と
変

わ
ら
な
い
、
少
し
増
え
た
等
の
話
を
聞
い

て
い
る
。

勤
労
福
祉
会
館
の
稼
働
率

勤
労
福
祉
会
館
の
和
室
３
、４
の
不
稼

働
を
改
善
す
る
工
夫
は
な
い
か
。

当
該
和
室
は
比
較
的
小
さ
な
部
屋
で
、

茶
室
と
い
う
特
別
な
用
途
と
な
る
等
利
用

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。　

　
今
後
は
、
利
用
者
を
意
識
し
た
Ｐ
Ｒ
等

工
夫
し
た
い
。

QAQA

▲改修された当直室

▲勤労福祉会館（和室３）
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